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第 1 章（Introduction）は、全体構成と目的を示した序論である。. 
 




第 3 章（Wave Characteristics in East Coast of Thailand）では、タイ湾奥における沖合ブイ
を用いた波浪観測データの整理がなされ、各係留地沖合における観測期間中の最大有義波高や卓
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第 5 章(Storm Surge and Wind-Wave Due to Troical Cyclone Linda) では、異常時の係船地の
危険性を調べるために、タイ湾に来襲した大型サイクロン・リンダを例として、高潮発生時の潮
位変化を中心に海象条件の再現計算を実施している。計算期間は、1997 年 11 月 1 日から 6 日間
















第 7 章(Conclusions)では、研究のまとめと今後の課題を示している。 
 
 論文中における計算モデルの詳細な結果等は付録にまとめている。 
 付録 A タイ湾における海象観測データの一覧 
 付録 B 大型台風襲来時の波浪変形計算の結果 
 付録 C タイ湾での高潮潮位計算結果 
 付録 D 船体動揺計算の結果 
 












1. 1991 年から 2001 年までの統計解析の結果、タイ湾奥で最も頻度が高い風向きは南(15.9％)、南
南東(15.8％)であり、1.0m 以上の有義波高の出現頻度は 1.3％であった。 
2. タイ湾へは年平均で 3～4 個の熱帯性サイクロンが来襲し、その頻度が低いとは言えない。なか
でも 1997 年 11 月に来襲したリンダ台風は規模が大きく、沖合の石油バース等の荒天時の荷役
稼働率等については十分な議論が必要である。 
3. 観測ブイの設置点は深さが 20-50ｍあり、この地点を沖合い入射波地点として非線形 2 次元波浪
変形計算を行った。波向きは風向と同一と仮定した。ばら積み貨物船ターミナルでの荷役限界
波高を 0.8ｍとした場合には、対象のバースの中で北部の 2 港で稼働率が約 85％となったが、南
部の対象バースでは、60％を下回り、荷役効率に支障が生じていることが明らかになった。た
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